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まえがき

　生物資源における遺伝的多様性の重要性は，国際的な共通理解として認知されつつあります．

生物多様性条約については平成 24 年 10 月に第 11 回締約国会議がインドで開催され，今後も

条約の目的や愛知目標の達成等に向けて，取組を強化していくことが合意されました．食料農業

植物遺伝資源条約についても平成 24 年は 4 回の特別会合が開催され，食料農業植物遺伝資源の

利用と権利保護に関する多国間での枠組み作りが進められています．ジーンバンク事業ではこの

ような最近の国際情勢に十分配慮しながら積極的に国際協力を進め，遺伝資源の収集・保存・特

性評価・利用の促進に努力しています．

　本報告書には，平成 23 年度ジーンバンク事業の植物遺伝資源部門における探索・収集及びそ

の関連研究として，国内探索を 10 件，海外調査を 3 件収載しました．本報告書はジーンバンク

事業による探索収集調査の報告を第一義としていますが，植物遺伝資源の現地調査情報を集積す

ることは事業の発展のためにも重要と考え，他予算による現地研究等の報告も適宜掲載する方針

です．遺伝資源に関する貴重な情報をお寄せいただければ幸甚です．

　最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に，心から感謝申し上げま

す．とりわけ貴重な遺伝資源をさまざまな情報とともに分譲してくださった皆様に深謝いたしま

す．

                                                                                                                      平成 25 年２月

                                                                                                                      農業生物資源研究所

                                                                                                                      遺伝資源センター長

                                                                                                                      河瀨 眞琴
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投稿規定

（平成 25 年 2 月 10 日現在）
目的：
本報告書には，ジーンバンク事業による探索・収集及びその関連研究をはじめとして，植物遺伝
資源にかかわる現地調査・研究の論文及び関連する情報を掲載する．

投稿原稿の体裁・提出：
投稿原稿は日本語または英語とし，「投稿原稿作成要領」に従って作成すること．
投稿原稿は Microsoft Word または OpenDocument 形式の電子ファイルで作成する．
投稿原稿は電子メールか CD-ROM による郵送などで提出する．
投稿原稿は担当編集委員が選ぶ 2 名以上の審査員の審査を受け，最終的な採否は編集委員会に
より決定する．
著者は，審査結果を受け取った後，速やかに修正し担当編集委員へ送付しなければならない．や
むを得ない事情により送付が遅れる場合は，担当編集委員の了解を受けること．
掲載の順序，論文の体裁などは編集委員会で決定する．

校正：
著者校正は 1 回行う．校正刷は受領後速やかに校正の上，編集委員に返送する．

別刷：
別刷 50 部は無料進呈する．

版権：
本誌に掲載された全ての記事内容は，独立行政法人農業生物資源研究所の許可なくして無断の転
載を禁止する．

原稿送付先及び連絡先：
植物遺伝資源探索導入調査報告書（植探報）編集委員会事務局
〒 305 － 8602　茨城県つくば市観音台 2 － 1 － 2
独立行政法人　農業生物資源研究所
遺伝資源センター　多様性活用研究ユニット
TEL&FAX: 029-838-7458
E-mail: plantan@gene.affrc.go.jp

- 194 -



投稿原稿作成要領

（平成 25 年 2 月 10 日現在）
書式：
１．A4 用 紙 サ イ ズ で， 横 書 き と す る． で き る 限 り Microsoft Word 形 式 で 送 付 す る．

OpenDocument も受け付けるが，編集，および編集委員から送付するファイルは Microsoft 
Word 形式とする．外字の使用は禁止する．

2．記述は表題，著者名，所属機関，要約（以上について，和文原稿は和文および英文），キーワード，
本文，引用文献の順に記載する．英文原稿の場合は，本文の最後に和文摘要を付ける．

3．本文は，1．目的，2．材料と方法（対象植物，収集・調査方法）3．収集（調査）結果，4．考察，
5．謝辞を含むこととする．

4．連名著者の所属が異なる場合，著者名の右肩に数字をつけて所属を示す．
5．具体的な例として以下の 2 論文を参考にすることとする．

国内探索調査：小島 洋一朗・河瀨 眞琴 (2004) 能登半島における作物在来種の調査と収集 . 
植探報　Vol. 20: 1 ～ 9.[URL http://www.gene.affrc.go.jp/plant/TReport/2003/2003-1.pdf]
海外探索調査：TOMOOKA et al (2007) Conservation of Legume - Symbiotic Rhizobia 
Genetic Diversity in Laos, 2006. Annual Report on Exploration and Introduction of Plant 
Genetic Resources Vol. 23 : 177 ～ 183. 
[URL http://www.gene.affrc.go.jp/plant/pdf/report/parts/2006_2-7.pdf]
参照：過去の報告書 (URL: http://www.gene.affrc.go.jp/publications.php#plant_report)

図・表および写真：
1．図・表，写真は 1 ページに収まる形に作成する．
2．図・表，写真には表題（和文・英文併記）を付け，必要に応じ説明などを付ける．
3．表は Microsoft Excel，OpenDocument で作成する．セル結合などの使用は避ける．
4．提出は文書ファイルに貼り付けず，別ファイルにて作成，送付する．図，写真についてはオ

リジナルの画像ファイルも併せて送付する．

遺伝資源のパスポート登録：
ジーンバンク事業にて収集した遺伝資源は事前にパスポート登録し，本報告書には JP 番号を
付けて掲載する．
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